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病院の理念

わたしたちは

患者さまひとりひとりの人権を尊重し

思いやりの心を持って

安心と信頼の医療を

提供します

病院運営の基本方針

1.  患者さま中心の医療

2.  専門知識及び技術の向上

3.  チーム医療の推進

4.  地域医療連携の推進と地域への貢献

5.  経営基盤の安定
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当院入院中のＩ様から最新作のCGを戴きました。Ｉ様、いつも有難うございます。
今年は世界中がこの鯛や牛のように、優しい笑顔でいられる“丑年”になりますように期待して
います。願いの文字もマウスを使って丁寧に描いています。

に回復しています。

　第 2 の柱：THA は緒方副院長指導の下、専門医全員が執

刀しています。

　THA も、日常生活が困難な末期変形性股関節症に対して

施行し、好評を得ています。

　第 3 の柱：RSA は、RSA 執刀認定医である山下医長が施

行しています。

　RSA は 2014 年に日本での施行が開始された、新しい人

工関節です。

　肩関節は特殊な関節であり、腱板が断裂していると、人工

関節に置換しても自由に動かすことができません。

　そこで開発されたのが、RSA です。何がリバースなのか

というと、骨頭と、受け手側の関節窩が逆の位置に設置され

るのです。すると、腱板が断裂していても、残存した三角筋

だけの力で肩挙上が可能となる、肩関節外科医にとって、夢

のような人工関節なのです。

　しかしながら、元の解剖とは全く違う人工関節であるため

に、適応や手術手技に注

意を要します。そこで、

肩関節手術 100 例の経験

を有する RSA 執刀認定

医のみに執刀が許可され

ています。現在、熊本県

下で RSA が施行可能な

のは、当院と、他 2 施設

のみです。

　RSA 後の患者さんは術

後の笑顔が非常に印象的

です。術前は痛みで眠れ

ない日々を過ごしてお

り、術後の痛みがなく手

が挙げられる生活は、と

ても快適であるとの感想

を頂いています。

 

【新しい柱、HTO】

　令和 2 年 4 月に赴任した堀川医長は、熊本県でトップク

ラスの HTO（高位脛骨骨切り術、High Tibial Osteotomy）

専門医です。他に TKA、ACL 再建術、膝関節鏡手術も得

意としています。

　HTO は比較的若年で初期から進行期の変形性膝関節症に

対して施行します。基本的に、脛骨を骨切りして、角度を変

えて固定する手術です。必要な際には、大腿骨側も骨切りし

て、接地時の荷重軸を調節します。術前の綿密な計画と、術

中の正確な手術手技を要します。

　堀川医長は、熊本県全域から紹介患者を受けており、数多

くの患者さんの満足を得ています。

　凹脚変形が改善され、膝の内側を通っていた荷重線が、膝

中央のやや外側を通っています。

【終わりに】

　膝、股、肩関節の痛みでお困りの患者さんがいらっしゃい

ましたら、是非ご紹介下さい。その他、肘、手、足関節、手

指、足部の痛みにも、きめ細かく対応させて頂きます。

　平成 31 年度春、米村憲輔前院長の勇退後、緒方宏臣部長

が副院長へ昇任しました。

　令和 2 年春に堀川朝広医長、唐田宗一郎専修医、関　昭

秀専修医が加入しました。

　当科は、整形外科医 7 名中 5 名が整形外科専門医です。

専修医 2 名は 1 年毎に研修病院をローテートし、専門医資

格取得に向け、日々研鑽を積んでいます。

【人工関節センター開設】

　令和元年 9 月 3 日、新本館棟における診療開始と同時に、

人工関節センターを開設しました。

　当科で主に施行している人工関節は、

　　1. 人工膝関節置換術

　　　（TKA, Total Knee Arthroplasty）

　　2. 人工股関節置換術

　　　（THA, Total Hip Arthroplasty）

　　3. リバース型人工肩関節置換術

　　　（RSA, Reverse Shoulder Arthroplasty） 

の 3 本柱です。

　第 1 の柱：TKA は、膝関節専門医である緒方副院長を中

心に施行しています。

　関節軟骨が消失した末期変形性膝関節症に対して施行し、

痛みで歩けなかった高齢の患者さんが、畑仕事ができるまで
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1．院長あいさつ

2．外来治療棟等更新築整備工事完成

3．病棟・部門紹介【５階病棟】

4．開放型病院登録医紹介【東熊本第二病院】

5．病棟・部門紹介【療育指導室】

6．開放型病院登録医紹介【矢野医院】

7．診療科紹介【整形外科】

8．新任スタッフ紹介

9．当院における新型コロナウイルス感染症の対策について
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新年のご挨拶
病院長　上山　秀嗣

に回復しています。

　第 2 の柱：THA は緒方副院長指導の下、専門医全員が執

刀しています。

　THA も、日常生活が困難な末期変形性股関節症に対して

施行し、好評を得ています。

　第 3 の柱：RSA は、RSA 執刀認定医である山下医長が施

行しています。

　RSA は 2014 年に日本での施行が開始された、新しい人

工関節です。

　肩関節は特殊な関節であり、腱板が断裂していると、人工

関節に置換しても自由に動かすことができません。

　そこで開発されたのが、RSA です。何がリバースなのか

というと、骨頭と、受け手側の関節窩が逆の位置に設置され

るのです。すると、腱板が断裂していても、残存した三角筋

だけの力で肩挙上が可能となる、肩関節外科医にとって、夢

のような人工関節なのです。

　しかしながら、元の解剖とは全く違う人工関節であるため

に、適応や手術手技に注

意を要します。そこで、

肩関節手術 100 例の経験

を有する RSA 執刀認定

医のみに執刀が許可され

ています。現在、熊本県

下で RSA が施行可能な

のは、当院と、他 2 施設

のみです。

　RSA 後の患者さんは術

後の笑顔が非常に印象的

です。術前は痛みで眠れ

ない日々を過ごしてお

り、術後の痛みがなく手

が挙げられる生活は、と

ても快適であるとの感想

を頂いています。

 

【新しい柱、HTO】

　令和 2 年 4 月に赴任した堀川医長は、熊本県でトップク

ラスの HTO（高位脛骨骨切り術、High Tibial Osteotomy）

専門医です。他に TKA、ACL 再建術、膝関節鏡手術も得

意としています。

　HTO は比較的若年で初期から進行期の変形性膝関節症に

対して施行します。基本的に、脛骨を骨切りして、角度を変

えて固定する手術です。必要な際には、大腿骨側も骨切りし

て、接地時の荷重軸を調節します。術前の綿密な計画と、術

中の正確な手術手技を要します。

　堀川医長は、熊本県全域から紹介患者を受けており、数多

くの患者さんの満足を得ています。

　凹脚変形が改善され、膝の内側を通っていた荷重線が、膝

中央のやや外側を通っています。

【終わりに】

　膝、股、肩関節の痛みでお困りの患者さんがいらっしゃい

ましたら、是非ご紹介下さい。その他、肘、手、足関節、手

指、足部の痛みにも、きめ細かく対応させて頂きます。

　平成 31 年度春、米村憲輔前院長の勇退後、緒方宏臣部長

が副院長へ昇任しました。

　令和 2 年春に堀川朝広医長、唐田宗一郎専修医、関　昭

秀専修医が加入しました。

　当科は、整形外科医 7 名中 5 名が整形外科専門医です。

専修医 2 名は 1 年毎に研修病院をローテートし、専門医資

格取得に向け、日々研鑽を積んでいます。

【人工関節センター開設】

　令和元年 9 月 3 日、新本館棟における診療開始と同時に、

人工関節センターを開設しました。

　当科で主に施行している人工関節は、

　　1. 人工膝関節置換術

　　　（TKA, Total Knee Arthroplasty）

　　2. 人工股関節置換術

　　　（THA, Total Hip Arthroplasty）

　　3. リバース型人工肩関節置換術

　　　（RSA, Reverse Shoulder Arthroplasty） 

の 3 本柱です。

　第 1 の柱：TKA は、膝関節専門医である緒方副院長を中

心に施行しています。

　関節軟骨が消失した末期変形性膝関節症に対して施行し、

痛みで歩けなかった高齢の患者さんが、畑仕事ができるまで

　新年あけましておめでとうございます。

平素より皆様方には医療連携を始めとし

て多大なご協力、ご支援を頂きまして厚

く御礼申し上げます。

　当院は昨年 10 月に新病院の建替え工事

が全て終了し、11 月にグランドオープン

致しました。

　新病院の建替え工事は、平成 27 年 6 月

の設計開始から 5 年、平成 28 年 10 月の

工事開始から 4 年を経て完了しました。

設計は内藤建築事務所、建築は戸田建設・

溝江建設共同企業体、電気関連は株式会

社きんでん、機械関連は九電工・空研特

定共同企業体に担当して頂きました。こ

の間、大きなトラブルや事故もなく業務

を遂行して頂き、歴代職員および関連業

者の皆様には深く感謝申し上げる次第で

す。

　前回の広報誌でも述べましたが、新型

コロナウイルス感染症の感染拡大が全国

で 再 び 加 速 し て い ま す。政 府 に よ る

GoTo トラベルキャンペーンの影響も大

きいと思いますが、熊本県においても

日々の感染者がゼロになることは有りま

せん。医療機関におかれましては、入院

患者や職員が新型コロナウイルスに感染

しないように多大な努力を払われている

ものとお察し申し上げます。

　ちなみに当院の新型コロナウイルス感

染症に対する感染防止対策としましては、

以下のような項目を行っています。

　① 職員は毎朝体温測定、体調チェック

　　 を行い、各自用紙に記録

　② 病 院 玄 関にサ ーマルカメラを 2 台

　　 設置し、来院者全員の体温チェック

　③ 来院者には手指消毒、マスク着用

　　 の徹底

　④ 体 温 37.5 度 以 上 の 有 熱 者 は 救 急

　　 外 来 の 感 染 症 室 に 誘 導・隔 離 し、

　　 必要に応じて検査

　⑤ 外来受付、窓口、診察室等にアク

　　 リル板を設置し、待合椅子の間隔

　　 を開ける

　⑥ 外 来 受 付、診 察 室、待 合 椅 子、ア

　　 クリル板、トイレなどの定期的な

　　 消毒

　⑦ 入院患者の面会は原則禁止（令和 2

　　 年 7 月末〜）とし、リモート面会を

　　 推奨

　⑧ 外部業者の立入り原則禁止

　⑨ ボランティア、学生実習の受入れ

　　 中止

　日本政府も感染防止と経済回復の両立

に苦慮していて、最近では対策の手詰ま

り感がありますが、有効かつ安全なワク

チンが 1 日も早く開発されることを祈念

しています。

　昨年 4 月より再開されました当院の循

環器内科診療ですが、心臓カテーテル検

査・治療の実施件数も着実に伸びていま

すので、必要な場合には当院にご紹介頂

ければ幸いに存じます。

　今後も当院は熊本県地域医療支援病院、

熊本県指定がん診療連携拠点病院、熊本

県難病診療分野別拠点病院、そして熊本

県地域医療連携ネットワーク拠点病院と

して、責任ある地域医療への貢献に努め

てまいりますので、皆様方には今後とも

変わらぬご支援とご指導を賜りますよう

お願い申し上げます。
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全景

本館棟正面入口

外来治療棟等更新築整備工事完成
企画課長　橋本　和明

に回復しています。

　第 2 の柱：THA は緒方副院長指導の下、専門医全員が執

刀しています。

　THA も、日常生活が困難な末期変形性股関節症に対して

施行し、好評を得ています。

　第 3 の柱：RSA は、RSA 執刀認定医である山下医長が施

行しています。

　RSA は 2014 年に日本での施行が開始された、新しい人

工関節です。

　肩関節は特殊な関節であり、腱板が断裂していると、人工

関節に置換しても自由に動かすことができません。

　そこで開発されたのが、RSA です。何がリバースなのか

というと、骨頭と、受け手側の関節窩が逆の位置に設置され

るのです。すると、腱板が断裂していても、残存した三角筋

だけの力で肩挙上が可能となる、肩関節外科医にとって、夢

のような人工関節なのです。

　しかしながら、元の解剖とは全く違う人工関節であるため

に、適応や手術手技に注

意を要します。そこで、

肩関節手術 100 例の経験

を有する RSA 執刀認定

医のみに執刀が許可され

ています。現在、熊本県

下で RSA が施行可能な

のは、当院と、他 2 施設

のみです。

　RSA 後の患者さんは術

後の笑顔が非常に印象的

です。術前は痛みで眠れ

ない日々を過ごしてお

り、術後の痛みがなく手

が挙げられる生活は、と

ても快適であるとの感想

を頂いています。

 

【新しい柱、HTO】

　令和 2 年 4 月に赴任した堀川医長は、熊本県でトップク

ラスの HTO（高位脛骨骨切り術、High Tibial Osteotomy）

専門医です。他に TKA、ACL 再建術、膝関節鏡手術も得

意としています。

　HTO は比較的若年で初期から進行期の変形性膝関節症に

対して施行します。基本的に、脛骨を骨切りして、角度を変

えて固定する手術です。必要な際には、大腿骨側も骨切りし

て、接地時の荷重軸を調節します。術前の綿密な計画と、術

中の正確な手術手技を要します。

　堀川医長は、熊本県全域から紹介患者を受けており、数多

くの患者さんの満足を得ています。

　凹脚変形が改善され、膝の内側を通っていた荷重線が、膝

中央のやや外側を通っています。

【終わりに】

　膝、股、肩関節の痛みでお困りの患者さんがいらっしゃい

ましたら、是非ご紹介下さい。その他、肘、手、足関節、手

指、足部の痛みにも、きめ細かく対応させて頂きます。

　平成 31 年度春、米村憲輔前院長の勇退後、緒方宏臣部長

が副院長へ昇任しました。

　令和 2 年春に堀川朝広医長、唐田宗一郎専修医、関　昭

秀専修医が加入しました。

　当科は、整形外科医 7 名中 5 名が整形外科専門医です。

専修医 2 名は 1 年毎に研修病院をローテートし、専門医資

格取得に向け、日々研鑽を積んでいます。

【人工関節センター開設】

　令和元年 9 月 3 日、新本館棟における診療開始と同時に、

人工関節センターを開設しました。

　当科で主に施行している人工関節は、

　　1. 人工膝関節置換術

　　　（TKA, Total Knee Arthroplasty）

　　2. 人工股関節置換術

　　　（THA, Total Hip Arthroplasty）

　　3. リバース型人工肩関節置換術

　　　（RSA, Reverse Shoulder Arthroplasty） 

の 3 本柱です。

　第 1 の柱：TKA は、膝関節専門医である緒方副院長を中

心に施行しています。

　関節軟骨が消失した末期変形性膝関節症に対して施行し、

痛みで歩けなかった高齢の患者さんが、畑仕事ができるまで

　令和 2 年 2 月にⅢ期工事の前半部分となる管理棟

改修工事が完了後、令和 2 年 3 月より令和 2 年 10

月までの 8 ヶ月間、Ⅲ期工事の後半部分となる外構

工事が行われ、途中、新型コロナウイルス感染症拡

大の影響で工事が一時中断になるなどの影響はあっ

たものの、無事工期どおりに全ての工事が完了しま

した。

　今回の外構工事の内容は、旧外来治療棟などの建

物を解体し、整地後に駐車場と新本館棟の西側に玄

関前のロータリーを整備するものでした。

　管理棟、外来棟、手術棟、放射線棟、多目的ホー

ルなどの旧建物を解体し、整地した場所には外来者

用駐車場約 300 台分と職員用駐車場約 100 台分を

整備しました。また、新本館棟の西側に正面玄関前

ロータリーを整備しています。

　さらに、つくし病棟の南側にあった在宅支援棟も

解体し職員駐車場を整備しています。

　当初の計画では、倉庫として利用していた在宅支

援棟は解体せず、旧南病棟、生活支援棟、作業療法

棟を解体する予定でしたが、雨水による漏水があ

り、老朽化も著しいことから在宅支援棟を解体し旧

南病棟、生活支援棟、作業療法棟を残すよう計画を

変更しました。

　平成 28 年 10 月に工事を着工し、令和 2 年 10

月完成まで 4 年 1 ヶ月かかりましたが、全ての工事

が完了し、令和 2 年 11 月 2 日から本格稼働となっ

ています。

　工事期間中は、ご不便、ご迷惑をおかけいたしま

したが、ご来院の皆様、関係者の皆様のご理解、ご

協力により、全ての工事を無事に完了することがで

き、深く御礼申し上げます。

　令和元年 7 月に行われた本館棟完成時の内覧会で

は、本館棟の周りに建物が残っている状態でした

が、現在は本館棟西側に広大な駐車場が広がり、駐

車場の奥には旧東西病棟を改修し化粧直しした新し

い管理棟が建っており、以前にも増して 8 階建ての

本館棟が際だった印象を受けることと思います。

　お近くにお越しの際は、完成した新しい熊本再春

医療センターを是非ご覧いただきたいと思います。
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に回復しています。

　第 2 の柱：THA は緒方副院長指導の下、専門医全員が執

刀しています。

　THA も、日常生活が困難な末期変形性股関節症に対して

施行し、好評を得ています。

　第 3 の柱：RSA は、RSA 執刀認定医である山下医長が施

行しています。

　RSA は 2014 年に日本での施行が開始された、新しい人

工関節です。

　肩関節は特殊な関節であり、腱板が断裂していると、人工

関節に置換しても自由に動かすことができません。

　そこで開発されたのが、RSA です。何がリバースなのか

というと、骨頭と、受け手側の関節窩が逆の位置に設置され

るのです。すると、腱板が断裂していても、残存した三角筋

だけの力で肩挙上が可能となる、肩関節外科医にとって、夢

のような人工関節なのです。

　しかしながら、元の解剖とは全く違う人工関節であるため

に、適応や手術手技に注

意を要します。そこで、

肩関節手術 100 例の経験

を有する RSA 執刀認定

医のみに執刀が許可され

ています。現在、熊本県

下で RSA が施行可能な

のは、当院と、他 2 施設

のみです。

　RSA 後の患者さんは術

後の笑顔が非常に印象的

です。術前は痛みで眠れ

ない日々を過ごしてお

り、術後の痛みがなく手

が挙げられる生活は、と

ても快適であるとの感想

を頂いています。

 

【新しい柱、HTO】

　令和 2 年 4 月に赴任した堀川医長は、熊本県でトップク

ラスの HTO（高位脛骨骨切り術、High Tibial Osteotomy）

専門医です。他に TKA、ACL 再建術、膝関節鏡手術も得

意としています。

　HTO は比較的若年で初期から進行期の変形性膝関節症に

対して施行します。基本的に、脛骨を骨切りして、角度を変

えて固定する手術です。必要な際には、大腿骨側も骨切りし

て、接地時の荷重軸を調節します。術前の綿密な計画と、術

中の正確な手術手技を要します。

　堀川医長は、熊本県全域から紹介患者を受けており、数多

くの患者さんの満足を得ています。

　凹脚変形が改善され、膝の内側を通っていた荷重線が、膝

中央のやや外側を通っています。

【終わりに】

　膝、股、肩関節の痛みでお困りの患者さんがいらっしゃい

ましたら、是非ご紹介下さい。その他、肘、手、足関節、手

指、足部の痛みにも、きめ細かく対応させて頂きます。

　平成 31 年度春、米村憲輔前院長の勇退後、緒方宏臣部長

が副院長へ昇任しました。

　令和 2 年春に堀川朝広医長、唐田宗一郎専修医、関　昭

秀専修医が加入しました。

　当科は、整形外科医 7 名中 5 名が整形外科専門医です。

専修医 2 名は 1 年毎に研修病院をローテートし、専門医資

格取得に向け、日々研鑽を積んでいます。

【人工関節センター開設】

　令和元年 9 月 3 日、新本館棟における診療開始と同時に、

人工関節センターを開設しました。

　当科で主に施行している人工関節は、

　　1. 人工膝関節置換術

　　　（TKA, Total Knee Arthroplasty）

　　2. 人工股関節置換術

　　　（THA, Total Hip Arthroplasty）

　　3. リバース型人工肩関節置換術

　　　（RSA, Reverse Shoulder Arthroplasty） 

の 3 本柱です。

　第 1 の柱：TKA は、膝関節専門医である緒方副院長を中

心に施行しています。

　関節軟骨が消失した末期変形性膝関節症に対して施行し、

痛みで歩けなかった高齢の患者さんが、畑仕事ができるまで

　5 階病棟は、外科および整形外科の混合病棟で、人工関節センターとして手術前から手術後までの急性期・回

復期看護、癌のターミナルケア、手術以外では内視鏡的治療など様々な看護を行っています。外科手術は、主に

鏡視下による手術が多数を占めており、消化器外科（胆のう摘出術・結腸切除術・へルニア根治術・胃切除術）、

および呼吸器外科（肺切除術・ブラ切除など）が行われています。整形外科手術は、四肢の骨折による観血的手

術や股・膝・肩関節の人工関節置換術・骨切り術、肩の腱板断裂に対する腱板修復術などが行われています。令

和元年度の手術件数は、合計 694 件（外科 243 件、整形外科 451 件）でした。私たちは、患者さんが安心して

手術に臨むことができ、手術後はできる限り元の生活に復帰し、その人らしい人生が継続できるよう、質の高い

周術期看護の提供を目指しています。

　また、高齢化社会が進むなか、高齢での手術も多くなり、心疾患・糖尿病などの複数の疾患を抱えて手術を受

けられる方も多く、術後のケアがとても大切であり、高齢患者さんの心身の機能低下による合併症の予防がとて

も重要です。

　5 階病棟では、多職種（理学・作業療法士、薬剤師、栄養士など）や認定看護師（WOC、摂食嚥下、認知症、

緩和ケア）と連携し、入院時より患者さんの状況や個別性に応じた支援を実践しています。退院に向けて、入院

時より患者・家族の希望や意向を汲み取りながら、退院支援・指導を行っています。地域連携室とも協力しなが

ら各施設や転院先、地域のケアマネージャーと連携をはかり、自宅環境を整え、必要なサービスを受けることが

できるよう調整を行い、安心して退院を迎えることが

できるよう支援しています。また、当院には地域包括

ケア病棟があり、整形外科の手術後のリハビリを継続

することができます。これからも、1 人でも多くの患者

さんに「当院で手術をしてよかった」と感じてもらえる

支援の提供を目指していきます。

　最後に、コロナ禍によって医療を取り巻く環境が非

常に厳しくなり、患者・家族にとっても入院生活の状

況が一変してしまいました。面会もできない現状にお

いて、私たちは患者さん一人一人が、安心して治療を

受けて頂けるよう思いやりを持ってケアを行っていき

たいと思います。

病棟・部門
紹介

No.９ ５階病棟看護師長

西山　幸子
５階病棟のご紹介

開放型病院登録医紹介開放型病院登録医紹介

東熊本第二病院
院長／馬場  太果志

診療内容／内科、外科、消化器内科、循環器内科、放射線科、皮膚科、
　　　　　整形外科、呼吸器内科、リハビリテーション科
診療時間／ 9：00～12：00
　　　　　13：30～17：00

菊池郡菊陽町大字辛川1923-1
TEL 096-232-3939 FAX 096-232-3938

　東熊本第二病院　馬場院長先生には、平成２３年７月より当院開放型病院登録
医として、多くの患者さまをご紹介いただいております。
　平成 14年に開院され、現在では一般病床１０床、地域包括ケア病床５０床、医
療型療養病床５１床の計１１１床体制で診療をされております。今後は、検査、画
像診断などの体制を強化し、救急医療や在宅医療、看取りなどの地域のニーズに答
えられるように取り組んでいかれるとのことです。

診　察　日
9時00分～12時00分
13時30分～17時00分

月
○
○

火
○
○

水
○
○

木
○
○

金
○
○

日・祝
×
×

土
○
×

熊本県民
総合運動公園

みらい大橋公園

県
道
1
3
8
号

県
道
1
3
8
号

運動公園北
交差点 県道138号

至 

熊
本
市

至 

阿
蘇
市

石坂
交差点 国道57号(菊陽バイパス）

県道207号

白川

東熊本第二病院
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に回復しています。

　第 2 の柱：THA は緒方副院長指導の下、専門医全員が執

刀しています。

　THA も、日常生活が困難な末期変形性股関節症に対して

施行し、好評を得ています。

　第 3 の柱：RSA は、RSA 執刀認定医である山下医長が施

行しています。

　RSA は 2014 年に日本での施行が開始された、新しい人

工関節です。

　肩関節は特殊な関節であり、腱板が断裂していると、人工

関節に置換しても自由に動かすことができません。

　そこで開発されたのが、RSA です。何がリバースなのか

というと、骨頭と、受け手側の関節窩が逆の位置に設置され

るのです。すると、腱板が断裂していても、残存した三角筋

だけの力で肩挙上が可能となる、肩関節外科医にとって、夢

のような人工関節なのです。

　しかしながら、元の解剖とは全く違う人工関節であるため

に、適応や手術手技に注

意を要します。そこで、

肩関節手術 100 例の経験

を有する RSA 執刀認定

医のみに執刀が許可され

ています。現在、熊本県

下で RSA が施行可能な

のは、当院と、他 2 施設

のみです。

　RSA 後の患者さんは術

後の笑顔が非常に印象的

です。術前は痛みで眠れ

ない日々を過ごしてお

り、術後の痛みがなく手

が挙げられる生活は、と

ても快適であるとの感想

を頂いています。

 

【新しい柱、HTO】

　令和 2 年 4 月に赴任した堀川医長は、熊本県でトップク

ラスの HTO（高位脛骨骨切り術、High Tibial Osteotomy）

専門医です。他に TKA、ACL 再建術、膝関節鏡手術も得

意としています。

　HTO は比較的若年で初期から進行期の変形性膝関節症に

対して施行します。基本的に、脛骨を骨切りして、角度を変

えて固定する手術です。必要な際には、大腿骨側も骨切りし

て、接地時の荷重軸を調節します。術前の綿密な計画と、術

中の正確な手術手技を要します。

　堀川医長は、熊本県全域から紹介患者を受けており、数多

くの患者さんの満足を得ています。

　凹脚変形が改善され、膝の内側を通っていた荷重線が、膝

中央のやや外側を通っています。

【終わりに】

　膝、股、肩関節の痛みでお困りの患者さんがいらっしゃい

ましたら、是非ご紹介下さい。その他、肘、手、足関節、手

指、足部の痛みにも、きめ細かく対応させて頂きます。

　平成 31 年度春、米村憲輔前院長の勇退後、緒方宏臣部長

が副院長へ昇任しました。

　令和 2 年春に堀川朝広医長、唐田宗一郎専修医、関　昭

秀専修医が加入しました。

　当科は、整形外科医 7 名中 5 名が整形外科専門医です。

専修医 2 名は 1 年毎に研修病院をローテートし、専門医資

格取得に向け、日々研鑽を積んでいます。

【人工関節センター開設】

　令和元年 9 月 3 日、新本館棟における診療開始と同時に、

人工関節センターを開設しました。

　当科で主に施行している人工関節は、

　　1. 人工膝関節置換術

　　　（TKA, Total Knee Arthroplasty）

　　2. 人工股関節置換術

　　　（THA, Total Hip Arthroplasty）

　　3. リバース型人工肩関節置換術

　　　（RSA, Reverse Shoulder Arthroplasty） 

の 3 本柱です。

　第 1 の柱：TKA は、膝関節専門医である緒方副院長を中

心に施行しています。

　関節軟骨が消失した末期変形性膝関節症に対して施行し、

痛みで歩けなかった高齢の患者さんが、畑仕事ができるまで

小児科医師
藤山　菜摘

開放型病院登録医紹介開放型病院登録医紹介

矢野医院
院長／矢野  克比古

診療内容／内科、外科
診療時間／ 8：30～11：40
　　　　　13：30～17：40
　　　　

菊池郡菊陽町原水１６１１
TEL 096-232-5266 FAX 096-232-5215

診　察　日
8時30分～11時40分
13時30分～17時40分

月
○
○

火
○
○

水
○
○

木
○
×

金
○
○

日
×
×

土
○
×

　矢野医院　矢野院長先生には、平成２３年８月より当院開放型病院登録医とし
て、多くの患者さまを紹介いただいております。
　菊陽町原水に開業され、内科系・外科系を中心に診療をされております。長年に
わたり地域の皆様に愛される診療所として、患者さまに寄り添った診療の提供に努
められております。  
       

菊陽町民総合運動場

菊陽中学校

菊陽自動車学校

菊陽町
図書館

菊陽町商工会

原水駅
みどり園

国道57号(菊陽バイパス） 菊陽
交差点

矢野医院

県道337号

　療育指導室は一般の病院にはない部署で、スタッフの構成は定員で児童指導員 5 名と保育士 8 名からなり、入院している障

害を持つ児童を主に支援する職種です。児童指導員は、その名の通り児童が生活を送るための指導をする、だけでなく、生活

環境の調整、発達の支援、保護者からの相談対応、児童相談所との連携を行います。保育士は、乳幼児を適切な環境で安全か

つ健康に過ごせるよう養護し、心身の発達を促すことを行います。当院には、小児病棟や心身共に重度の障害を持つ児・者の

入院する重症心身障害病棟、神経や筋肉に疾患を持つ児・者の入院している神経・筋疾患病棟があります。それらの病棟での

医療、看護、介護等を提供するスタッフに加えて配置されています。最初に、児童を主に支援すると記しましたが、障害者総

合支援法（正式には「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律」といいます）にて入院されている障害者

に対しても、日中活動（趣味活動）の支援、福祉サービスに関する相談・助言、個別支援計画（福祉サービス利用における計画）

運用のマネジメント等行っています。加えて、病院で活動していただいているボラン

ティアさんの窓口を担当しています。

　日中活動の支援においては、ほとんどの方が長期の療養を送られているので、療

養生活をより豊かにするための催しものや趣味活動などを計画、実施しています。

季節の行事では、お正月、節分、ひなまつり、お花見、端午の節句、七夕、夏祭

り、お月見、運動会、ハロウィン、クリスマスなどです。病棟の飾り付けもそれら

に合わせて行い、より雰囲気を味わっていただいています。患者さん方の自治会と

相談しながら企画し開催することもあります。ライフサイクルでは、誕生日、入

学、卒業、成人、還暦のお祝いごとです。最近は 10 才になったときの二分の一成

人式も行っています。趣味活動では、グループでの音楽やスポーツ、制作など、個

別には、その方の希望に沿って絵や俳句、麻雀などを行うこともあり、近隣の公園

やショッピングモールなどへの外出行事も行います。これら

の行事や趣味活動では、皆さんに楽しんでいただく為にボラ

ンティアさん方の支援をいただいているものもあり、外出だ

けでなく、社会と関わっていただく機会にもなっています。

　今年度はコロナ禍の影響でご家族の面会禁止、ボランティ

アさんの受入中止などにより、患者さんやご家族が楽しみに

していた院内・院外の行事が規模の縮小、中止を余儀なくさ

れてしまいました。そのような中でも患者さんと共に楽しく、

密にならないように、工夫して行事を行っております。これ

からも患者さん方が笑顔で過ごすことができるように、関わ

る職員、ご家族、ボランティアさん方と支援していきます。

病棟・部門
紹介

No.10 療育指導室長

植村　安浩
療育指導室のご紹介
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に回復しています。

　第 2 の柱：THA は緒方副院長指導の下、専門医全員が執

刀しています。

　THA も、日常生活が困難な末期変形性股関節症に対して

施行し、好評を得ています。

　第 3 の柱：RSA は、RSA 執刀認定医である山下医長が施

行しています。

　RSA は 2014 年に日本での施行が開始された、新しい人

工関節です。

　肩関節は特殊な関節であり、腱板が断裂していると、人工

関節に置換しても自由に動かすことができません。

　そこで開発されたのが、RSA です。何がリバースなのか

というと、骨頭と、受け手側の関節窩が逆の位置に設置され

るのです。すると、腱板が断裂していても、残存した三角筋

だけの力で肩挙上が可能となる、肩関節外科医にとって、夢

のような人工関節なのです。

　しかしながら、元の解剖とは全く違う人工関節であるため

に、適応や手術手技に注

意を要します。そこで、

肩関節手術 100 例の経験

を有する RSA 執刀認定

医のみに執刀が許可され

ています。現在、熊本県

下で RSA が施行可能な

のは、当院と、他 2 施設

のみです。

　RSA 後の患者さんは術

後の笑顔が非常に印象的

です。術前は痛みで眠れ

ない日々を過ごしてお

り、術後の痛みがなく手

が挙げられる生活は、と

ても快適であるとの感想

を頂いています。

 

【新しい柱、HTO】

　令和 2 年 4 月に赴任した堀川医長は、熊本県でトップク

ラスの HTO（高位脛骨骨切り術、High Tibial Osteotomy）

専門医です。他に TKA、ACL 再建術、膝関節鏡手術も得

意としています。

　HTO は比較的若年で初期から進行期の変形性膝関節症に

対して施行します。基本的に、脛骨を骨切りして、角度を変

えて固定する手術です。必要な際には、大腿骨側も骨切りし

て、接地時の荷重軸を調節します。術前の綿密な計画と、術

中の正確な手術手技を要します。

　堀川医長は、熊本県全域から紹介患者を受けており、数多

くの患者さんの満足を得ています。

　凹脚変形が改善され、膝の内側を通っていた荷重線が、膝

中央のやや外側を通っています。

【終わりに】

　膝、股、肩関節の痛みでお困りの患者さんがいらっしゃい

ましたら、是非ご紹介下さい。その他、肘、手、足関節、手

指、足部の痛みにも、きめ細かく対応させて頂きます。

　平成 31 年度春、米村憲輔前院長の勇退後、緒方宏臣部長

が副院長へ昇任しました。

　令和 2 年春に堀川朝広医長、唐田宗一郎専修医、関　昭

秀専修医が加入しました。

　当科は、整形外科医 7 名中 5 名が整形外科専門医です。

専修医 2 名は 1 年毎に研修病院をローテートし、専門医資

格取得に向け、日々研鑽を積んでいます。

【人工関節センター開設】

　令和元年 9 月 3 日、新本館棟における診療開始と同時に、

人工関節センターを開設しました。

　当科で主に施行している人工関節は、

　　1. 人工膝関節置換術

　　　（TKA, Total Knee Arthroplasty）

　　2. 人工股関節置換術

　　　（THA, Total Hip Arthroplasty）

　　3. リバース型人工肩関節置換術

　　　（RSA, Reverse Shoulder Arthroplasty） 

の 3 本柱です。

　第 1 の柱：TKA は、膝関節専門医である緒方副院長を中

心に施行しています。

　関節軟骨が消失した末期変形性膝関節症に対して施行し、

痛みで歩けなかった高齢の患者さんが、畑仕事ができるまで

左より今村医師、福田医師、緒方副院長、山下医長、関専修医、唐田専修医、堀川医長、新本館棟前にて
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心に施行しています。
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痛みで歩けなかった高齢の患者さんが、畑仕事ができるまで

　当院では、皆様に安全で安心してご来院いただけ

るよう、様々な感染対策を行っています。

　しばらくの間、ご不便をお掛けしますが、ご理

解・ご協力の程、どうぞよろしくお願いいたします。

　

【正面玄関での健康チェック】

正面玄関で、来院者に対して非接触型の体温計

で発熱の有無をチェックしております。発熱の

他、「咳」「息苦しさ」「風邪の症状」「のどの痛み」

「味や臭いを感じない」等の症状がある方は、お

近くの職員へお申し出ください。

【マスク着用のお願い】

院内では、症状の有無に関わらず、マスク（不織

布、布、ガーゼ等どのような素材でも構いませ

ん）を着用していただきますようお願いします。

マスクを着用していない方は、病院内への立ち

入りをお断りしています。

※やむを得ない事情でマスクの着用が困難な場

合は職員へお申し出ください。

入院患者さんについても、マスクを着用してい

ただくようお願いします。なお、マスクに関し

ては、各自でご用意いただくようお願いします。

　

【手指衛生のお願い】

来院の際はアルコール製剤による手指消毒をお

願いします。

トイレに行かれた後は、石鹸と流水での手洗い

をお願いします。

【3密回避への取り組み】

待合の椅子には、間隔を空けて座っていただく

ようお願いします。

飛沫感染防止のため、各受付や診察室にアクリ

ル板を設置しています。

【面会について】

入院患者さんへの面会は、医療上および看護上

やむを得ない場合を除き、当面の間、原則禁止

とさせていただきます。解除や緩和につきまし

ては、随時、お知らせいたします。

洗濯物など荷物の受け渡しは看護師が仲介しま

すので、病棟入口のインターホンでお呼びくだ

さい。

【職員の体調管理】

院内の感染管理室主導のもと、手指衛生（こまめ

な手洗いや消毒剤の利用）および咳エチケットな

どを徹底し、感染予防に万全を尽くしておりま

す。

職員は、毎日、勤務前に体温測定と、発熱また

は風邪の症状などの有無について、健康チェッ

クを行っています。体調不良のまま勤務するこ

とのないよう指導しております。

職員の休憩室にはアクリル板を設置し、30 分ご

とに換気を行うよう指導しております。

当院における新型コロナウイルス感染症の
対策について

入館時の体温測定

病棟入口 インターホン

上記の症状がある場合

・面会や付き添いはご遠慮願います。

・受診希望で来院された方は、他の方と別の

経路で待機していただきます。係員が案内

いたしますので、指示に従っていただくよ

うお願いします。

院内感染防止対策委員会


